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◆ 北海道　憲法署名100万筆突破
有権者過半数比43％到達

北海道憲法改悪反対共同センターの集計によると、3月5日現在、当面の目標としてきた100万筆を突破、1,002,156筆となり、有権者過半数目標の43％に到達しました。

51区市町に結成されている域共同センターの集計では29万4千余、団体ごとの集計は70万7千余で合計100万2千余。地域共同センターの中で有権者過半数目標比では、深川市95％、余市町64％、夕張市49％、帯広市47％などが高くなっています。
道共同センターの構成団体ごとの集計では、道労連13万5千余、新婦人12万3千余、民医連13万9千余、北商連5万1千余などで合計では70万を超えました。ちなみに、「九条の会」は、地域215、職場203、準備会47、合計465となっています。(3月7日の札幌の気温・最低－4℃、最高3℃)
◆ 全労連　5月に「憲法キャラバン」　
憲法署名の500万達成へ総力

全労連は、08国民春闘で「なくせ貧困！ストッﾌﾟ改憲」をメインスローガンにかかげ、5月を「憲法強化月間」に設定し、全都道府県で「憲法キャラバン」に取り組みます。あわせて昨年秋以来進めている500万憲法署名(3/3現在115万)の達成をめざし、産別と地方が一体となった憲法闘争を職場と地域を基礎に大きく展開します。
「憲法キャラバン」では憲法9条と25条を守り活かす要求を高くかかげ、大規模な宣伝・署名行動、自治体・議会要請、労組訪問、学習講演会、決起集会などに取り組み、5月30日には東京・日比谷野外音楽堂を中心に行われる「大幅最低賃金引き上げ」「ワーキングプア―根絶」「憲法9条・25条守れ」の課題で最賃統一行動に大合流し、「署名提出行動」にも取り組みます。キャラバン推進の宣伝物として共同センター作成の憲法リーフ、憲法署名、横断幕、ノボリ、宣伝カー用テープなどをすでに配布しています。

各都道府県の「憲法キャラバン」の計画は、続々と具体化されつつあります。

岩手では、県内キャラバンを５月１２日から２９日まで県共同センターを軸に3コースで実施、5月中の県民過半数署名（６０万筆）達成、「憲法学習・交流集会」の１０か所以上の開催、地域共同センターを結成、職場・地域の「９条の会」結成などに取り組みます。

千葉労連は憲法署名60万筆達成に向け、単産・地域が力を集中。憲法網の目キャラバンは、5月3日の憲法集会、千葉駅頭での宣伝署名行動を皮切りに5月9日には全県一斉宣伝署名、宣伝カー運行、全自治体地域での宣伝署名活動、5月25日には繁華街での宣伝署名行動を展開し、自治体訪問は地域労連を主体に56自治体で８日間かけて実施します。

鳥取では、5月末までに署名1万筆目標。5/3憲法記念日には東部が一斉宣伝、西部が集会。5/9学習会＆意思統一、5/12～19労組申入れと宣伝カー運行。5/19一斉駅頭宣伝、5/24～25地域宣伝署名行動。5/26～28自治体訪問・首長との懇談。

北海道では「平和行進」と連動させ憲法署名への賛同を沿線の自治体首長、議会議長、農協組合長に要請し「90自治体以上」で「999人以上」の賛同署名めざす。「賛同ポスター」を職場・地域・家庭へ張り出す。群馬では、5/3集会、5/11・25に宣伝カー5台で宣伝行動。18日は最賃と25条を合わせた大パフォーマンスなど、各地で多彩な行動が計画されています。

◆ 長崎 　いま「憲法の力」つけるとき 

春まぢか。憲法を学び生かそうと、県内各地で講演会や学習会が相次いで開かれ ています。２月２３日には「城山九条の会」が結成３周年の講演会を開き、九条の会共同代表の土山秀夫氏が「次世代のための日本国憲法」と題して講演。会場の城山カトリック教会に約７０人が参加しました。 

諫早市では 「『青空』学習会」主催の憲法学習会が大きな注目を集めました。伊藤塾の伊藤真氏が講演。日本国民は「基本的人権」「平和主義」という目的を実現するために「国民主権」という手段を用いることを高らかに宣言した。この宣言こそが憲法全体をつらぬく理想であり論理」。母さんコーラス「樹」の澄んだうたごえが、一人ひとりの心を包むようにホールに響き渡り参加者に深い感動と勇気を与えました。 　

映画「日本の青空」上映にかかわった実行委員のメンバー数人が集まって発足した、学習グループ「『青空』学習会」（諫早市）は２月２４日、「憲法を学ぶつどい」を開きました。 時折り小雪のちらつくなか、会場の長崎ウェスレヤン大学西山ホールには学生や市民ら約２３０人が集いました。
「『憲法九条を守る』川棚の会」は、町民５９氏の賛同で結成後、世話人会を毎月1回開き、ＤＶＤの上映会や講演会、映画会などをおこなってきました。07年１１月には、映画「日本の青空」の川棚上映会を計画。２０数人で実行委員会をつくり、鑑賞券の普及に取り組み、当日は３５７人が鑑賞し大盛況でした。人口１万５千人の町でこれだけの鑑賞者を迎えることができたことは、川棚九条の会にとって大きな財産。今後も「平和だからこそ何でも自由にできる！」の立場で、町民の要求にこたえ硬軟の取り組みをしていきたいと考えています。
　短信･ホットライン　　
■ 3.27「海外派兵恒久法学習会」　講師：渡辺　治さん
自民・公明・民主などの改憲派議員が参加する「新憲法制定議員同盟」(会長・中曽根康弘元首相)が4日に総会をひらき、改憲原案の調査権限をもつ「憲法審査会」の始動にむけた動きが本格化。
一方、新テロ特措法後を視野に自衛隊の海外派兵恒久法の制定を今国会中にも提出する動きも顕著です。改憲派は「憲法審査会」始動を入口とする「明文改憲」、海外派兵恒久法制定による「立法改憲」の二方面からの改憲戦略に出ており、憲法闘争の新たな飛躍が求められます。多数の参加をお待ちしています。
☆ 日　時　３月２７日（水）１８：３０～２０：４５

☆ 場　所　全労連会館２階ホール(ＪＲ御茶ノ水駅下車徒歩８分)

☆ 講　師　渡辺　治氏(一橋大学大学院教授・「九条の会」事務局担当)

☆ テーマ　「憲法をめぐる現局面と海外派兵恒久法」

☆ 定　員　先着順２００名、参加費は無料
☆ 主　催　憲法改悪反対共同センター

■ ９条世界会議、いよいよ５月開催！

　今年５月４日（日）、５日（月）、千葉・幕張メッセで７０００人規模の「９条世界会議」が開催されます。「９条世界会議」は「世界から見た９条」「世界に広げる９条」を基本に、世界各国からノーベル平和賞受賞者をはじめ、国際的な平和運動家が参加し、音楽ライブやパネル展も多彩な平和の一大祭典です。

　５月４日（日）は１３：３０開始で全体会（定員７０００名）。基調講演はマイレッド・マグワイヤさん（北アイルランド／７６年ノーベル平和賞受賞）と、コーラ・ワイスさん（アメリカ／ハーグ平和アピール代表）。日本からは池田香代子さん（翻訳家）、雨宮処凛さん（作家）などが参加し、発言します。

　５月５日（月）は１０：００開始で分科会。定員３０００名。６日（火）もワークショップや最終文書の発表などが予定されています。参加費は、４日の全体会が１０００円（当日１５００円）、５日の分科会が１０００円（当日１５００円）です。賛同金は個人１口２０００円です。

　＊郵便振替口座／口座番号　００１５０－５－５３９１４２

　＊口座名／９条世界会議

　＊通信欄に「５月４日全体会☆枚　５月５日分科会☆枚　賛同金☆口☆☆☆☆円」等とお書きください。

　＊お問い合わせは「９条世界会議」日本実行委員会へ。

　　電話03-3363-7967　メール；info@whynot9.jp








































